
入植者はクランベリーと出会い，どのように使いこなしてきたか？
～北海道の場合，米国の場合～

林業試験場 森林環境部 樹木利用グループ 錦織正智道総研

米国に自生するクランベリーの和名は，“オオミノツル

コケモモ”。北海道や欧州を含む北半球の亜寒帯地域

には、それよりも果実が小ぶりな近縁種“ツルコケモ

モ” が自生しています。この２種の果実が「クランベ

リー」と呼ばれます。両者とも自生地は湿地です。

アメリカ北東部では、先住

民族のインディアンが野

生のクランベリーを薬や

染料、ドライフルーツとし

て利用していました。新天

地アメリカへ移り住んだ

入植者も野生の果実を摘

みました。１９世紀になる

と新産業として栽培化が

はじまり。現在，米国の果

実の生産量は約４０万ト

ン（2019年度）です。

土地利用に起因する湿地の荒廃と減少は北海道に限らず世界的な課題です。湿地に自生するクランベリー資源

の保全と永続的な利用を目的として、欧州では栽培化の研究が進められています。林業試験場においても、北海

道に残されたツルコケモモをハスカップに続く道産ベリーと捉えて、栽培化に向けたの技術開発に取り組みました。

この結果、苗木生産から栽培、果実の収穫に至る一連の基礎技術を確立しました。

写真２ 本道のツルコケモモの自生地（左）と9月の果実（右）
写真１ 現在の収穫風景

※wikipediaより引用

図１ イーストマン・ジョンソン作
「ナンタケット島のクラン
ベリーの収穫」（1880年）

①苗木生産

樺太南部に居住していたアイヌ民族は，

ツルコケモモを「フレップ」と呼び、魚の臭

み消しとして鮭料理などに使いました。

他方、道外からの入植者とツルコケモモ

の関りを記録した資料は数少ないものの、

長沼町立長沼舞鶴小学校開校70年記念

誌から、ツルコケモモを「ヌマボボ」と呼

び、独自の食文化が発達していたことが

分かります。しかし，戦後になると，自生

地（湿地）は，食料を増産するために農

地へ転用されました。そして、昭和３０年

代に入ると，ツルコケモモを採ることは過

去のことになりました。 図２ 長沼町立長沼舞鶴小学校開校70年記念誌の抜粋

写真３ 苗木生産から果実の収穫に至る過程

②露地栽培 ③結実 ④収穫

①北米の入植者がはじめたクランベリー栽培 ②北海道にも自生しているクランベリー

③北海道における入植者とツルコケモモ（クランベリー）の関係

④道産クランベリー栽培を目指す
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